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〔各駅における放置自転車等の状況〕 
 （単位：台）６年5月調査

駅　名 放置台数
午　前 午　後

江古田
桜台
練馬
豊島園
中村橋
富士見台
石神井公園
大泉学園
大泉バス停（※）
保谷
上井草
上石神井
武蔵関
東武練馬
小竹向原
氷川台
平和台
地下鉄赤塚
新桜台
光が丘
練馬春日町
練馬高野台
新江古田

計
※：大泉バス停とは、西武バスの都民農園・大泉風致地区・大泉郵便
局バス停を指す。
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●レンタサイクルシステム
　区では、１台の自転車を複数の人が使うことによ
り、自転車の有効利用が図れるとともに、駅周辺にお
ける放置自転車の抑制、地域振興、環境改善などを主
な目的とし、シェアサイクルの社会実験とねりまタウ
ンサイクルの運営を行っている。
　シェアサイクルは、同じ事業者のサイクルポートで
あれば、いつでもどこのポートでも自転車の貸出・返
却ができるシステムで、平成 29年 10月から光が丘
地区、大泉・石神井・上石神井地区においてシェアサ
イクルの社会実験を実施してきた。
　この社会実験では、会員登録数が増加し続けている
こと、未実施区域や他自治体との相互乗入れの需要が
高いことなどがわかった。
　そこで、4年 4月からは、「区内全域への拡大」と
「他自治体との相互乗入れ」を行う新たな社会実験を
実施している。
　一方、ねりまタウンサイクルは平成 4年 6月から
運営しており、区内６駅７か所に設置し 2,700 台の
自転車が利用可能である。なお、当日利用については
シェアサイクル社会実験の効果検証のため休止してい
る。
　また、駅周辺の自転車駐車場や、シェアサイクル社
会実験の利用状況によるねりまタウンサイクル各施設
の利用の変化を踏まえ、ねりまタウンサイクル事業の
見直しについて検討していく。

●自動車駐車場の運営
　区内には練馬駅北口地下駐車場、石神井公園駅北口
駐車場、大泉学園駅北口駐車場、大泉学園駅南口駐車
場と 4か所の区立自動車駐車場があり、収容台数は
合計 1,057 台である。
　また、平成 19年 3月、練馬駅北口地下および石神
井公園駅北口に、自動二輪車用駐車スペースを整備し
た。
　全ての施設で指定管理者制度を導入し、運営している。
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（1）まちの拠点機能を向上させる

45  地域生活を支える駅周辺のまちづくり

●駅周辺地区の整備
　区内の駅周辺では、交通広場やアクセス道路などの
整備が必ずしも十分ではない状況がある。また、利便性
や安全性を高め、商業活動の活性化を図る必要がある。
　このため、区内の各駅周辺を中心核、地域拠点、生
活拠点と位置付け、交通広場や道路の整備を進めてい
る。さらに、便利でにぎわいのある商業環境等の生活
利便性を向上させるなど、まちの拠点としての整備を
進めている。

●練馬駅周辺整備
　練馬駅周辺は、「練馬区都市計画マスタープラン」
で『練馬の中心核』と位置づけられている。これま
で、道路や駅前広場をはじめとした都市基盤の整備な
ど、まちづくりを推進してきた。
　駅南口の豊玉北五丁目地区においては、区内で初め
て「街並み誘導型地区計画」を活用した「練馬駅南口
地区地区計画」を平成 16年 12月に都市計画決定し
た。また、道路の無電柱化が 23年３月に完成した。
　練馬駅南地区の商店会、町会、自治会有志が中心と
なり、まちづくり活動の理念と目標像、方針について
定めた「練馬駅南地区まちづくり憲章」を 25年３月
に策定し、自主的なまちづくり活動に取り組んでい
る。
　駅北口の練馬一丁目地区では、道路の拡幅整備に併
せたまちづくりの実現を図るため、「練馬駅北口地区
地区計画」を 21年６月に都市計画決定した。

●石神井公園駅周辺整備
　石神井公園駅周辺は、公共機関や商業施設が多く、
周辺住宅地域を含めた地域の中心的役割を果たしてい
る。また、都立石神井公園の玄関口でもあり、地区外
からの来訪者も少なくない。
　このような状況にもかかわらず、駅に通じる道路は
狭く、駅前広場や道路、踏切など駅周辺の交通環境の
整備が十分とはいえない状況であったため、鉄道の高
架化や駅前広場の整備を行い、現在、都市計画道路の
整備を進めている。
１　整備の方針
　区では、石神井公園駅周辺地区を区西部における地
域拠点の一つと位置付け、平成 15年６月に「石神井
公園駅周辺地区まちづくり全体構想」を策定し、つぎ

のような整備方針に基づいて総合的なまちづくりを推
進している。

補、てせわあに画計の業事差交体立続連の道鉄　 ⑴　
助 132 号線、補助 232 号線、南口駅前広場、富
士街道の整備について、地域住民と検討・協議し
ながら進めていく。

換転の用利地土の辺周駅、てし携連と備整盤基　 ⑵　
を適切に誘導し、災害に強く、石神井公園と一体
となったみどりを大切にしたまちづくりを進めて
いく。

２　駅周辺まちづくり事業の推進
　区では、これまで「石神井公園駅周辺地区まちづく
り全体構想」に基づき、南口駅前広場の整備や周辺の
都市計画道路の整備などを行い、駅周辺のまちづくり
を段階的に進めてきた。
　平成 29・30年には、駅南口西地区市街地再開発事
業について検討状況報告会を開催し、30・31年には、
補助 132 号線周辺地区における地区計画によるまち
づくりのルールを検討する意見交換会を開催した。２
年７月には補助 132 号線周辺地区等に関連する地区
計画変更、南口西地区の市街地再開発事業およびこれ
らに関連する都市計画の原案説明会等を開催し、12
月に都市計画決定した。４年には、都知事から認可を
受けて再開発組合が設立され、再開発事業に着手した。
　現在は、新築工事着手に向けた再開発組合の取組を
支援している。

●上石神井駅周辺整備
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　上石神井駅は急行停車駅であり、駅周辺には多くの
商業施設が立ち並ぶなど、まちの発展の可能性を多く
秘めた地域である。しかし、交通広場がなく、歩行者
や自転車、自動車などが駅に通じる狭い道路に集中す
るうえ、踏切遮断の影響もあり、交通渋滞などが課題
となっている。そのため、交通広場を含む外郭環状線
の２（千川通り～新青梅街道間）の整備と西武新宿線
の立体化に取り組んでいる。
　外郭環状線の２は、平成27年12月から測量を行い、
30年 12月に事業認可を取得し、事業に着手した。ま
た、西武新宿線（井荻駅～西武柳沢駅間）の連続立体
交差事業は、３年11月に都市計画決定され、６年３月
に事業認可を取得し、事業に着手した。現在はこれら
の整備に向けて取り組んでいる。
１　整備の方針
　平成20年３月に重点地区まちづくり計画を策定し、
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●生活拠点の整備
　練馬駅・石神井公園駅・大泉学園駅・光が丘駅・上
石神井駅を除く各駅周辺地区を生活拠点として位置付
け、地域の状況に合わせて道路整備などと連動しなが
らまちづくりを進めている。
１　江古田駅周辺地区
　平成 30年度まで江古田北部地区密集住宅市街地整
備促進事業によるまちづくりに取り組んできた。災害
に強く、安全で快適なまちの形成を誘導していくた
め、18年６月に「江古田駅北口地区地区計画」、30
年３月に「江古田北部地区地区計画」、元年 11月に
「江古田南部地区地区計画」を都市計画決定している。
２　中村橋駅周辺地区
　平成 17年 1月に「中村橋駅南口地区地区計画」
を、25年 3月に「中村橋駅北口地区地区計画」を都
市計画決定し、住環境の保全と活力ある市街地の形成
を目指している。
　また、美術館のリニューアルに併せて、中村橋駅周
辺のまちづくりを更に進めるため、４年度からは、地
域住民が参加する検討会でアートを感じられるまちな
みの整備などを検討している。

４　保谷駅周辺地区
　保谷駅周辺地区まちづくり協議会の提言を踏まえ、
地域住民が協議を重ね、元年 12月、建替え時の自主
ルールである「保谷駅南口駅前通りまちづくり宣言」
を策定した。安全で快適な環境を目指し、区も連携し

てまちづくりに取り組んでいる。
５　東武練馬駅周辺地区
　元年度まで北町地区密集住宅市街地整備促進事業に
よるまちづくりに取り組んできた。災害に強く、安全
で快適なまちの形成を誘導していくため、平成 22年
11月に「東武練馬駅南口周辺地区地区計画」、27年
１月に「北町二丁目西部地区地区計画」、元年８月に
「北町一丁目地区地区計画」を都市計画決定している。

８　桜台駅周辺地区
　４年９月に重点地区まちづくり計画を策定し、駅周
辺では、周辺の環境と調和した街並みを誘導するとと
もに、地域住民が買物や交流を楽しむ日常的なにぎわ
いを創出する駅前空間の整備を検討している。
　また、５年度から桜台東部地区密集住宅市街地整備
促進事業に着手し、災害に強く、安全・快適なまちづ
くりを進めている。
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３年６月には外郭環状線の２の事業化や鉄道の連続
立体交差化計画の具体化に併せて、その一部を改定し
た。改定後の整備方針に基づき、まちづくりを推進し
ている。
２　まちづくり事業の推進
　区では、重点地区まちづくり計画に基づき、外郭環
状線の２と交通広場の整備に加え、元年５月から、地
域住民とまちづくりルールの検討を重ね、活気ある商
店街と良好な住宅地が調和した災害に強い市街地の形
成を目標とし、６年３月に「上石神井駅周辺地区地区
計画」を都市計画決定した。また、駅前における建物
の共同化について検討を進めている。

３　富士見台駅周辺地区
　平成23年２月に重点地区まちづくり計画を策定し、
貫井・富士見台地区密集住宅市街地整備促進事業によ
るまちづくりを行っている。
　平成30年度に「富士見台駅北部地区」、５年度に「富
士見台三・四丁目環八南地区」の地区計画の都市計画
決定および新たな防火規制区域の指定を行うなど、災
害に強く、安全・快適なまちを目標に取組を進めてい
る。

６　武蔵関駅周辺地区
　平成26年５月に重点地区まちづくり計画を策定し、
西武新宿線の立体化に併せた交通広場や補助 230 号
線などの整備に向けて取り組むとともに、まちづくり
を進めている。西武鉄道新宿線（井荻駅～西武柳沢駅
間）連続立体交差事業や武蔵関駅交通広場等は、３年
11月に都市計画決定、６年３月に事業認可を取得し、
事業に着手した。現在はこれら整備に向けて取り組ん
でいる。
７　上井草駅周辺地区（下石神井四丁目）
　平成26年11月に重点地区まちづくり計画を策定し、
西武新宿線の立体化に併せ、計画の実現に向けた取組
を進めている。

（1）みどりのネットワークの形成

〔緑被率の推移〕
緑被率調査年度

23年 25.4%
28年 24.1%
３年 22.6%

注：緑被率＝樹木緑被率＋草本被覆率

〔公民別緑被状況の内訳〕 ３年度調査

46  みどりの保全と創出

学校のみどり
39.9ha
3.7%

その他の公共施設のみどり
35.5ha　3.3%

道路河川等のみどり
47.4ha　4.4%

公園等の
みどり
183.8ha
16.9%

農地の
みどり

197.4ha
18.2%

宅地等の
みどり

560.8ha
51.6% 民有地のみどり

780.1ha
71.8%

公共の
みどり
306.6ha
28.2%

社寺等のみどり
21.9ha
2.0%

●みどりの拠点づくりを進める長期プロジェクト

●特色ある公園の整備

〔公園の現況〕  ６年 4月1日現在

種　類 数（か所） 面　積（㎡）
都立公園 1,091,817.07
区立公園 841,427.33
区立児童遊園 90,489.34
区立緑地緑道 154,513.82

計 2,178,247.56

5
209
218
266
698

区民 1人当たり 2.93

〔公園面積の推移〕 各年4月1日現在

折れ線グラフ：公園面積（右目盛）
棒グラフ：区民1人当たりの公園面積（左目盛）
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●みどりのネットワーク形成の推進
　区の緑被率（草地、樹林地や農地などのみどりに覆
われた面積の割合）は、22.6％であり、減少傾向に
ある。
　区は、「練馬区みどりの総合計画（令和５年度改定）」
を策定し、みどりの拠点としての公園の整備や樹林地
の保全、それらをつなぐみどりの軸となる道路や河川
沿いの緑化により、みどりあふれるまちづくりを進め
ている。

　白子川の源流部に位置する約５haの大泉井頭公園
は「水辺空間の創出」を、そこから約４km下流に位
置する約10haの稲荷山公園は「武蔵野の面影」をテ
ーマに、みどりの拠点づくりを進める長期プロジェク
トとして検討を進めている。
　5 年 10 月には、「稲荷山公園の整備に関する専門
家委員会」を設置し、5年度は会議を 2回開催した。
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　誰もが利用できる身近なみどりの空間が公園である。
　５年度は「大泉町もみじやま公園」、「北原公園」の
拡張整備および「南高松の森緑地」の整備を行った。
　大泉町もみじやま公園は、既存公園の豊かな自然と
一体となるように樹木などを配置し、多目的に利用で
きる芝生広場、その周りを散策できる園路を整備した。
　北原公園は、みどりに親しみながらさまざまな遊び
方ができるよう起伏のある芝生広場を設けた。
　南高松の森緑地は、樹林地の保全を目的として、既
存の自然環境を活かした整備を行った。土の園路を残
しながら、車いすの方も通行できるようバリアフリー
対応の園路を設けた。また、休憩できるスペースを確
保し、緑地内でゆっくりとできる空間を創出した。
　今後も地域の特性等を活かし、スポーツや花の名所
など、区内外から多くの人が訪れるような魅力的で特
色ある公園の整備を進めていく。
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